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こっちの道の
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逃げる
ところ・・・・・

目の　不自由（見えにくい）な人にはお年寄りや　病気の人には

耳の　不自由（聞こえにくい）な人には身体の　不自由（動かしにくい）な人には（車椅子）

　お年寄り、身体が自由にならない人、赤ちゃんや幼児は、災害が起こったとき、自分で　逃げる　ことが　できま
せん。　お年寄りたちが　逃げなければ　いけないときは　地域（住んでいる　ところ）のみんなで　安全かどう
か見たり、逃げる　ところへ　連れていってください。

気をつけてあげる　人への　助け

　耳の　不自由な人に　話す　と
きは、はっきりと　わかりやすく
話してください。手話（指や　手
だけを　使って　話をする）、紙
に　書く、身振りで　周りの様子
を　伝えてください。

　連れていく　ときは、声をかけ　つ
えを持っていない　腕のひじのあたり
に　軽く触れるか、腕をかして　ゆっ
くり　歩いてください。

　階段では　必ず　3人で助け
て、階段を　上がるときは　前向
きに、下りるときは　後ろ向きに
して、こわくないように　してく
ださい。

　背負ったり、ひじや肩に　つかま
ってもらって　連れて　いってくだ
さい。何人かで　助けてください。

雨の強さと　降り方と　災害の危険性（雨の強さや　降り方で　危険が　わかる）

表に　書いた　雨の量が同じでも、降りはじめから　全部の雨の量の違いや、どのような地面の形か　どのような地面の質かの　違いによって　
被害の様子は　違います。この表より　大きい被害が起きたり、小さな被害になることもあります。

※

雨による　大きな災
害が　起きやすいの
で、　とくに気をつけ
る。

土砂災害が　起こりや
すい。
多くの災害が　起こる。

山くずれ･がけくずれ
が起きやすくなり、危
険なところでは　逃
げる準備をする。

横の溝や、小さな川があふれ、道

に　水が来る　おそれがある。

小さな　がけくずれのおそれが

ある。

この程度の雨でも　
長く続くときは　注意
する

傘が　役に　立たなくなる。
水しぶきで、周りが　白っぽくなり、見えない。

道が　川のようにな
る。

傘を　さしていても　ぬれる。

車のワイパーを　速くしても

見づらい。

地面から　雨が　跳
ね返り　足元がぬれ
る。

息が　しにくくなる　感じ
こわさを　感じる

滝のように降る
（ゴーゴーと降り続く）

バケツをひっくり返し
たように降る。

どしゃ降りザーザーと降る。

80mm～
猛烈な　雨

50～80mm
非常に激しい　雨

30～50mm
激しい　雨

20～30mm
強い　雨

10～20mm
やや　強い雨

下の表は、雨の強さと　降り方の　目安から　災害の危険が　わかります。日頃から　雨の様子に　気をつけ、危険を　知ら
せる　情報や　避難情報（逃げて　ください　の　お知らせ）が　出る前でも、自分で　考えて　逃げることが　大切です。

1時間の
雨の量と
言い方

人の
感じ方（イメージ）

人への
影響と

家の外の様子

災害の
危険性

避難場所一覧
避難場所（逃げる　ところ）を　まとめて　書いた　もの

西尾市の土砂災害（山や　がけが　くずれたり　土や　石が、落ちて　あぶない）
が起きたとき　逃げる　ところ

西尾市　では　ないところの　避難（逃げる）する　ところ
名　称（施設の　なまえ） 住　所　（施設の　ある　ところ） 電話番号

深溝小学校 額田郡幸田町大字深溝字南道祖神 11 0564‐62‐0119

形原中学校 蒲郡市形原町佃 20‐1 0533‐57‐5185

かたはら児童館 蒲郡市形原町北双太山 91‐2 0533‐57‐1422

電話番号（0563）

総合福祉センター 花ノ木町 2丁目 1 56‐5900

西尾小学校 錦城町 162‐1 56‐2266

八ツ面小学校 八ツ面町市場 71 57‐3014

室場小学校 室町東毘沙門 32 番地 52‐1066

スポーツ公園総合体育館 小島町大郷 1‐1 54‐7761

（株）デンソー西尾製作所 下羽角町住崎 1  55‐1111

東部中学校 下永良町西後落 20 52‐1067

三和小学校 米野町松葉内 25 52‐1168

中畑小学校 中畑町犬塚 65 59‐6158

（株）デンソー善明製作所 善明町一本松 100 55‐5511

荻原小学校 吉良町荻原烏帽子 16 32‐1053

横須賀小学校 吉良町上横須賀菱池 13‐1 35‐0100

津平小学校 吉良町津平大入 1 35‐0056

白浜小学校 吉良町白浜新田北切 1 32‐0155

吉良保健センター 吉良町吉田大切間 17‐3 32‐3001

幡豆いきいきセンター 西幡豆町仲田 14‐2 63‐0181

幡豆小学校 西幡豆町北岡割 1 62‐2065

東幡豆小学校 東幡豆町中尾 10‐2 62‐2101

東幡豆体育館 東幡豆町中尾 3‐1 ー

名　称（施設の　なまえ） 住　所　（施設の　ある　ところ）

さあ、逃げよう！
　日頃から、持っていく　ものを　準備して、どうやって　逃げるか　家族と話しあって　ください。災害が　起こ
るかもしれないときは、正しい　情報を　得て　できるだけ　はやく　逃げてください。

逃げる　ときに　気をつけること

水平避難（がけや　水がきた　ところから　逃げる）と垂直避難（高い　ところへ　逃げる）

逃げる　ところへ　逃げられないと
きは、近くの　建てものの　高い　
ところや　自分の　家の　2階以上
の　ところへ　逃げて、助けてもら
うことも　考えて　ください。

命を　守る　行動を　する！！

大きな　石が　落ちたり　がけが　くずれるかも
しれない　ところに　いたら　山と　反対側の　

2階より上へ　逃げる

　災害では　はやめに　逃げることが、大切です。でも　もう、道に　水が　来ているときは、むりに　逃げることは　やめて　く
ださい。そのようなときは、お年寄りは　逃げて　ください　や　必ず　逃げて　ください　の　お知らせが　出ていても、逃げ
る　ところへ　逃げたり（水平避難）、近くの　高い　建物や　自分の　家の　2階などの　高い　ところへ　逃げて（垂直避難）く
ださい。

逃げる　ところに、ついたら、
係の　人の　話を　聞いて、住
所・なまえを　伝えて　くだ
さい。

逃げる　ところでは　係の　人の　話を　聞いて　ください。

川の　近くの　道、地下の　道は　
通らないで　ください。安全で　広
い　道を　通ってください。

安全な　道を　通って　逃げる

ひとりで　行動しないで、近所
の　人たちと　いっしょに　決
められた　ところへ　逃げて　
ください。

みんなで　助け合おう

出かけている　家族に「どこへ　逃げ
る」という　メモを残して　ください。

家族には　連絡メモを　残そう

何か　あったときに　持ち出すものは　
リュックサックに　入れて、両手が　使
えるようにして　ください。

持つものは　できるだけ　少なくする

車は、30cmくらいの　水が来たら、
進めなくなります。できるだけ　車
で　逃げないで　ください。

車で　逃げるのは　できるだけ　やめる

住所・なまえ・連絡先を　書いた　防
災メモを　作り、持って　逃げて　く
ださい。

防災メモを　持とう

避難情報（逃げて　くださいの　お知ら
せ）が　出ていなくても　あぶないと　
思うときは　自分の　考えで　逃げて　
ください。

周りの　様子を　見て、急いで　逃げる

危ない　逃げ方危ない　逃げ方 あぶないところ　から　はなれる（水平避難）あぶないところ　から　はなれる（水平避難） 高い　ところへ　逃げる（垂直避難）高い　ところへ　逃げる（垂直避難）

使
い
方

１ ７ １ 伝言を　
録音するときは
伝言を　
聞くときは

１
２

災害に　あったところに　いる人は、
自分の 家の　電話番号を 入力します。

災害が　ないところに　いる人は、災害に　あったところに　

いる人の　電話番号を　市外局番から　入力してください。

●災害用伝言ダイヤル「１７１」 

にダイヤル 
ガイダンス（案内）が流れます。

生きているかどうか　確認をすることや　逃げているところを　伝言（ことばを伝える）　できます。

KDDI:ａｕ
http://dengon.ezweb.
ne.jp/

NTTドコモ
http://dengon.docomo.
ne.jp/top.cgi

ソフトバンク
http://dengon.softbank.
ne.jp/

●災害用伝言板 携帯電話から　伝言板サイトで、伝言が　できます。

※安全な　ところに　住んでいる　親戚・知り合いの　人も　書いて　ください。

集合場所（逃げる　ところ）

家族の　連絡先

災害の　ときの　伝言（ことばを　伝える）ダイヤル

何かあったとき　持ち出すもの

わが家の防災メモ・何か　あったとき　持ち出すもの

○携帯
　できる　トイレ

○食べもの
　（飴、チョコレートなども） ○懐中電灯 ○くつ

○くすり・マスク・体温計

○ボールペン
　・えんぴつ
　・ノート

○携帯ラジオ
　（手に持つことができる
　   ラジオ）

○もっている　メガネ
　・コンタクトレンズ

○貴重品
 （現金、保険証など　
　大切な　もの）

○のみ水

○リュックサック

○軍手

○女の人の　
　生理用品

○タオル ○毛布や寝袋
○下着・くつした

○ヘルメット

○雨具
　（かさ・かっぱ）

○ティッシュペーパー
　トイレットペーパー

家族の　なまえ メールアドレス電話番号

どのような災害か 集合場所（逃げる　ところ） 逃げる　ところの　なまえ（1番目） 逃げる　ところの　なまえ（2番目）

大雨警報（大雨が　降っていて　あぶない）が出ている　ときに、数年に　一度しか

起こらないような　とても短い　時間に　たくさんの雨が、降っている　ときに　出

ます。（愛知県では　1時間の　雨の

量が　100mmを越えたとき、出ます）

川から　道や　家に　水が　来たり

するかもしれません。山や　がけが　

くずれたり　土や　石が、落ちる　こ

とが　起きるかもしれません。

気象の情報
気象庁は、警報（あぶない）・注意報（気を　つけてください）を出す　前に、天気の　様子の　情報を　出しま
す。大きな　災害が　起きるかもしれない　ときは　下の　情報を　出します。

発表される　情報
（お知らせ）の　内容

避難情報・警戒レベル・
土砂災害警戒情報等

　大雨により　災害が　起きる　危険が　急に
高くなっていて　線状降水帯(線状に　降ってい
る　大雨により　とて
も　激しい雨が　同
じ場所に　降り　続
いている　状況)が　
起きたときに　発表
される　情報です。

顕著な大雨に関する気象情報
（はっきりと　大雨だと　わかるときの　情報）

土砂災害警戒情報
（山や　がけが　くずれたり　土や　石が、落ちたりして　とてもあぶない）

大雨が　ふって　山や　がけがくずれたり　土や　石
が、落ちて　とても　あぶないときに、市町村長が　避
難情報（逃げて　くださ
い　の　お知らせ）な
どを　出すことを　考
えたり、みんなが 自分
で　逃げる　ことを考
えたりする　情報です。

記録的短時間大雨情報
（数年に　一度しか　起きないような　短い　時間に降る　大雨で　とても　あぶない）

警戒
レベル

命を　守るために　一番よい　行動をしてください
あぶない　ところから　まだ　逃げていない　人は、

市民のみなさんに必要な行動

※必ず　発表　される　情報では　
　ありません

緊急安全確保（すぐに　安全な　行動を　する）

西尾市

大雨特別警報
（大雨が　降っていて
とても　あぶない）

土砂災害警戒情報
（山や　がけが　
くずれたり　土や
石が、落ちたりして
とても　あぶない）

大雨警報（大雨が
降っていて　あぶ
ない）

気象庁など
※警戒レベルの　気象庁などの情報※住んでいる　人に　行動してもらう　情報

お年寄りや　身体の　不自由 な（動かしに
くい）人は、逃げ始めて　ください

正しい　情報を　得てください

いつでも　逃げることが　できるように
準備を　してください

土砂災害警戒区域（大きな　石が　落ちたり、がけが　くず
れて　あぶない　ところ）や、急に　水が　増えるかもしれ
ない川の　近くに　住んでいる人は　準備が　できたら、す
ぐ　逃げてください

5

4

3

命が　危険に　なって　います。

自分の　家から　外に　出ることで　命が　あ
ぶなくなるかもしれないときは、近くの　安全
なところへ　逃げたり、自分の　家の　中の　
一番　安全な　ところへ　逃げて　ください

人と　助け合って　逃げて　ください

早く、避難場所（逃げる　ところ）や　安全な　と
ころへ　逃げるか、家や　建物の　中で　安全に
命を　守って　ください

あぶない　ところでは　自分の　家の　外の　
少しでも　安全な　ところに　すぐに　逃げる

あぶない　ところから　
逃げる

あぶない　ところから、お年寄り
は　すぐ　逃げる

人への　被害が　出るかもしない
とても　あぶない　状況

避難指示
（かならず　逃げて　
ください）

被害が　出るかもしれない　状況
逃げるのに　時間がかかる　人は
逃げ始める　状況

高齢者等避難
（お年寄りや　逃げ
るのに　時間が　か
かる　人は　逃げ
る）

逃げるのが　遅くなったときは　安全に　
命を守る　行動をして　ください。

災害が　起きて、危険に　なっています
安全な　行動をして　命を守って　ください

みんなが　避難を　終わらせる！！

防災ラジオ・防災無線（スピーカー）

インターネット

緊急速報メール（災害が　起こることを　知らせる　メール）

テレビ・ラジオ放送

西尾市防災アプリ・防災メール

災害を　知らせる　西尾市の車

　西尾市の　防災情報の　スマートフォン用アプリを　
送っています（インストールしてください）。防災放送の内
容や、逃げる　ところ、ハザードマップを　見ることが　
できます。
　防災メールで　防災放送の内容を　見ることが　でき
ます。（災害が起こる　前に　登録して　ください）

　下に　書いた　ホームページから　
市の防災の　取り組みや　災害や防災
の　情報を　お知らせします。

　携帯電話の「エリアメール」、「緊急速報メール」を　使って、避難指示（かな
らず　逃げて　ください）や　避難情報（逃げるときの　お知らせ）、警戒区域
情報（気をつけなければいけない　ところ）、その他の　緊急情報（急ぎの　と
きの　お知らせ）を西尾市に　
いる人に知らせます。
　情報の　受け取り方は、使っ
ている　携帯電話会社の　
ホームページを見てください。

　災害のときに　市内を走って　
スピーカーで　注意します。

　防災ラジオ・市内にある　スピーカーから、
災害の様子や、逃げる　ところの　情報を　
知らせます。

　テレビ・ラジオで　
緊急（すぐに行動するため）の放送
や　文字で知らせます。
　リモコンのdボタン（データ放送）
を　押して　ください。

●防災メール登録用
　メールアドレス

●防災アプリ

bousai.nishio-city2
@raiden2.ktaiwork.jp

防災行政無線
市
民
の
み
な
さ
ん

西尾市防災アプリ・防災メール

ホームページ・ツイッター・フェイスブック・LINE公式アカウント

市広報車・消防団による広報

報道（テレビ・ラジオなど）気象情報

西

尾

市

緊急速報メール（エリアメール）

情報（お知らせ）を　得る　方法・
情報（お知らせ）の　伝え方

情報（お知らせ）を　得る

情報の伝え方

　自分で　情報を　得てください。

iPhone Android

●西尾市ホームページ
http://www.city.nishio.aichi.jp/

●西尾市ツイッター
https://twitter.com/nishio_city

●愛知県防災安全局ホームページ
http://www.pref.aichi.jp/bousai/

●名古屋地方気象台
https://www.jma-net.go.jp/nagoya/

●西尾市LINE公式アカウント
＠nishiocity

●川の防災情報
https://www.river.go.jp/

●気象庁 キキクル 土砂災害の危険度分布
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/

緊急安全確保

避難指示

高齢者等避難

土砂災害
土砂災害とは

土砂災害警戒区域（土砂災害に　気をつける　ところ）では

　土砂災害は、土石流、がけくずれ(急な斜面がくずれる)、地すべりの3種類に分類されています。

土石流の前ぶれ（起きる　前の　様子） がけくずれ（急な　斜面が　くずれる）の　前ぶれ　（起きる　前の　様子） 地すべりの前ぶれ（起きる　前の　様子）

● 土石流 ● がけくずれ（急な斜面がくずれる） ● 地すべり

石、土砂（土と　砂が　まざったもの）

が、大雨で、一気に　下の　ほうへ　

流れて　きます。

1 時間に　20～40km という　速さ

で、壊す　力が　とても大きいです。

急な　斜面が、雨水や　地震で、急

に　崩れ落ちて　きます。

急に起き、はやく　くずれます。

くずれた　土砂（土と　砂が　まざっ

たもの）は、遠くまで　流れて　き

ます。

ゆるやかな　斜面が　地下に　ある水で、
下の方へ　動きます。
斜面の　表だけ　動くことも　あれば、
深い　ところから、くずれることも　あ
ります。
大雨や　雪が　とけたときに　起きやす
く、一度に広い　ところが　動くため、
被害が大きくなります。

・ ・

・

・

・

・

・
・

●異常（普通　ではない）な　山鳴り、地鳴り
●山の　木が　ザワザワ　する
●木が　裂ける　音
●変な　におい
●川が　急に　にごったり、木が　流れる

●ひび割れが　大きくなる

●地下から　出ている水が　とまる（あるいは、噴き出す）●雨が　降り続いているのに、川の　水が　減る

●木の　騒ぐ　音、裂ける　音が　する

●電柱が　傾く
●木が　傾いたり　倒れる

●木が　揺れる

●木の　根の　切れる音がする

●小石が　ばらばら　落ちる
●がけの上に　ひび割れが　できる

●道に　ひび割れが　できる

●流水や　池などが　濁る

●家が傾き、とびらを　あけたり　しめたりが　しにくい
●ひび割れ、高い　低いができる

●水が　噴き出す

雨が　降り続いているときに、前ぶれ（起きる　前の　様子）が　あると、土砂災害が　起きることが　あります。すぐに、逃げてください。
逃げる　ことが、あぶないときは、しっかりした　建てものの　中の、斜面の　ほうではない　2階より　上の　部屋へ　逃げて　ください。

　今いる　ところが、気をつける　ところでは　ないか　このマップで確認してください。

土砂災害警戒区域
（気を　つけるところ）

土砂災害特別警戒区域（とくに　気を　つけるところ）

土砂災害から　命を　守るため、災害
の情報を　はやく　伝えたり、逃げるこ
とができるように、しています。

災害のとき　建てものが　安全であ

るかどうか　確認します。

家や、老人ホーム、病院など　災害の

とき　助けが　いる施設を　つくる

ときは、許可がいります。

災害のとき　建てものが　ひどく　

こわれるところに　住んでいる人は、

移転（動かす）してもらう　ことも　あ

ります。

●
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土砂災害が　起きる　かもしれず　起きたら　住んで
いる　人が　あぶなくなる　かもしれない　ところ

土砂災害が　起きたら　建てものがこわれ、住んでいる　人が　とても　あぶなくなる　かもしれない　ところ

※土砂災害に　気をつける　ところは、家があるところです。家が　ないところでは、あぶない　ところと　なっていなくても、　土砂災害
が　起きることも　あります。道を通るときや　逃げるときは、「がけの下」「谷の下」に気をつけてください。

大雨や　地震で　山や　がけが　くずれる　ところや　逃げるところが　書いてあります。日頃から
見ておいて　ください。
災害が　起きたら、はやく　逃げましょう。　洪水ハザードマップや、津波ハザードマップ、高潮ハ
ザードマップも　日頃から　見ておいて　ください。

ステップ
実際に　逃げる　道を　歩いて　
安全を　確認して　ください。

　家族や　地域（住んでいるところ）
の　人と　話して　実際に　
歩いてみて　ください。
　逃げる　道に　あぶない　
ところが　ある　ときは　逃げる　
道を　変えて　ください。

4

ステップ
何か　あったときに　持ち出す　ものの　
準備を　して　ください。

5

ステップ
自分の　家の　防災メモに　
書いて　ください。

6

自分の　家や　逃げる　ところを　
確認して　ください。

ステップ

大雨や　地震のとき　あぶないところを　
確認して　ください。

ステップ

　道や　学校や　みんなが使う　ところが　ある　
ところを　見て、どこに　
自分の家や　逃げる　
ところが　あるかを　
確認してください。

　自分の　家の　近くで　大雨や　地震の
とき　あぶなくなる　
川や　橋を　
確認して　
ください。

　②で　見た　あぶない　ところは　通らないで　
逃げる　道を　
決めて　
ください。

1

2

あぶない　ところは　通らないで、
逃げる道を　決めて　ください。

ステップ

3

　災害が　起きたとき　あわてないために、　起こる　前から　どうしたら　いいか、家族や　地域（住んでい
る　ところ）の人と　話し合って　おきましょう。

家族で話し合おう

土砂災害ハザードマップについて

ハザードマップの使い方

　急いで　逃げる　ところ　を

ハザードマップに　書くところ

が　あります。逃げる　ところ

や    家族の    なまえや    電話番号

などを　書いて　ください。

　下に　書いた　「何か　
あったとき　持ち出すもの」　
を見て　逃げる　ときに　
持っていく　ものを　
準備して　ください。

発行：西尾市建設部河川港湾課
TEL   ：0563-65-2151
危機管理局危機管理課
TEL   ：0563-65-2137

作成年月（作った  年と  月）：令和 2年 3月　令和５年３月更新

土砂災害ハザードマップ土砂災害ハザードマップ
（山がくずれて、土や石が、落ちてくるかもしれないところや　逃げるところ　を書いた地図）
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